エッセイ-【特集】COVID-19と「移動する子ども」 親として,教師として,子どものことばの学びをどのように支えることができるのか COVID-19の影響下で変容する日常実践の現場から by 中野 千野
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5　 English as an Additional Languageの略。英語を母語としない人が今が持っている言語に追加する
という意味で，追加言語としての英語を指す。
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7　English as a Second Languageの略。英語を母語としない人の第二言語として英語を指す。
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的な対応であり，息子が抱える問題が根本的に解決したわけではなかった。その一方で，学校
側もわたしも急変した学校生活にあっても息子の「学び」を少しでも前に進めていきたいとい
う思いは一致していた。だからこそわたしは困りごとを明らかにした。このことは，現地校の
教師たちと，息子のみならず，EALの子どもの学びについて改めて考える機会となったと考え
ている。
他方，教師としては，COVID-19の影響でオンライン授業を試みることとなり，生徒とその
親，勤務校とともに試行錯誤のオンライン授業づくりではあったが，今振り返ると，この過程
そのものが複数言語環境で生きる子どもの学びを分断させず，紡いでいく新たな実践となって
いたことに気がついた。ZoomやGoogle classroomなど文明の利器にも頼り「動画プレゼンテー
ション」という方法を用いて，大きな一歩を踏み出すことができた。オンライン授業は，時間
や経費，空間的な側面を超えて，人をつなぎ，「ことばの学び」を結ぶ新しい形での実践展開の
可能性を広げてくれたように思う。勤務校での経験は，これまで要望があっても，8歳の息子を
残しては引き受けることができなかったレッスンも，日時さえあえば Zoomで引き受けること
ができるようになった。さらには，物理的な側面から足が遠のいていた研究会やワークショッ
プにも少しずつ参加できるようになった。これは，わたしにとっては大きな進歩である。
その一方で，このエッセイを書きながら，COVID-19の影響下で，息子の「ことばの力」が
見えなかったのは，わたしも同じだったことに気がついた。先日，息子は初めて「Principle 
Award」(校長賞 )をもらってきた。どうやらオンライン期間中の息子の頑張りが認められたよ
うだった。息子は，「この賞はね，小さな賞状を5枚以上集めないともらえないんだよ」と教え
てくれた。息子は息子なりに学びを紡いでいたのである。今後は，もっと息子のできることに
も目を向けよう。そして彼が複数言語環境で生きていること，そしてその中にあっても，自分
の気持ちを自分の「ことば」として伝えられるように支えていこうと思った。その一歩として，
わたしはこのエッセイを書いた。混沌とした社会の状況にいるときほど，いろいろなものが見
えなくなるからである。わたしや現地校の教師たちがそうであったように，子どもの今しか見
えなくなっていた。今も大切だが，とりわけ EALの子どもたちは複数言語環境という中で日々
成長しているのだ。今のこの経験もかれらは刻々と未来へと紡いでいるということを見失って
はいけないのである。
現地校は，5月末から通常の対面授業へと戻った。未だ制限はあるものの，親子で少しずつ
「日常」を取り戻しつつある。わたしたちがこれまであたりまえだと思ってきた日常実践は，こ
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中野千野　親として，教師として，子どものことばの学びをどのように支えることができるのか
れから益々変容していくだろう。オンライン授業だからこそ，息子のように参加が難しいと感
じる子どももいれば，逆に参加しやすい子どももいるだろう。COVID-19の影響下で，文明の
利器に頼ったり，翻弄されたりしながら，急速に日常が変わっていく中，あえて複数言語環境
で生きるわたしたちの「日常実践」を描いたのは，複数言語環境で生きるとはどういうことな
のか，そこに生きる子どもたちをどのように支え，どんな「ことばの学び」をこれから創って
いく必要があるのかを親としても教師としても，問いたかったからである。COVID-19の影響
があろうとなかろうと見えてくるものとは何か。わたしたちが見落とし，見失いかけている原
点がそこにはあるような気がしている。その原点に立ち返る時，「日常実践」はどんな様相を見
せ，どんな「ことばの実践」へとつながっていくのだろうか。親として，教師として，今後の
展開に期待せずにはいられない。
